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R3

目標値
（令和3年度）

令和３年度　構成事業

①
女性の活躍・創
業支援事業

ソフト

②
ハード
ソフト
間接補

③
ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

⑥
ハード
ソフト
間接補

構成事業名

合計

2,167

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

起業希望者向け講座の参加者にOG会への参加を促し、事業終了後も起業家同士の交流、起業
希望者の支援を行うものである。

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

相談会への参加者数を集計する。

（上記の指標を設定した理由）
現在、埼玉県産業振興公社の協力のもと中小企業診断士による「起業個別相談会」を月一回開催してお
り、来年度からは事業の中で市内女性起業家による起業にまつわる悩み等の相談会も新たに開催する予
定である。これら相談体制の充実の成果を図るため上記指標を設定したものである。

５名（R2年度） ２０名

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

成 果 指 標

事業期間

現状値
（ R2年度）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

起業に関する各種相談会に参加する女性の数
（成果検証の具体的な方法）

起業は女性の多様な働き方を可能とする選択肢の一つである。その促進のため、市ではこれ
まで女性向け起業セミナーや起業希望者と女性起業家の交流サロンなどを実施してきたもの
の、継続的な支援が実施できていない状況であった。継続的な講座を開催することにより、
起業を検討しながら第一歩が踏み出せない女性が仲間とともに起業を目指す環境づくりを図
る必要があると考え事業を実施するものである。

年度年度 ～R3

【成果指標と構成事業の関連性】

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

女性の活躍・創業支援事業提案事業名

2成果指標設定年度

市町村名 川口市
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（記入上の注意）

【成果指標の設定】

・住民への公表方法は具体的に記述すること

【成果指標と構成事業の関連性】

・提案事業を構成する各事業（構成事業）について次のとおり分類すること

「ハード」 施設建設等が中心の事業（ハード事業）。

「ソフト」 主に人的要素を活用した活動でハード事業以外の事業（ソフト事業）。

「間接補」 青年会議所、商工会議所・商工会、自治会、NPO等の公共的団体が実施する事業

に対して市町村が補助金を交付するもの（間接補助事業）。

・事業費は補助金を要望する単年度の事業費のみ記入すること。また、間接補助事業の場合には、

　 事業費の下に（　　）書きで、市町村の負担額又は補助額を記入すること。

成果指標の達成見込み


